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５
月
20
日
の
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
令

和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を

承
認
し
、
南
条
産
業
団
地
の
処
分
に
係
る
土
地
売
買
契
約
の
締

結
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

5
月
臨
時
会

◆
南
条
産
業
団
地
の
取
得
に

係
る
土
地
売
買
契
約

　

南
条
産
業
団
地
２
万
８
７

０
６
・
４
９
㎡
を
、
坂
城
町

土
地
開
発
公
社
か
ら
７
億
８

０
８
１
万
６
５
２
８
円
で
取

得
す
る
。

◆
南
条
産
業
団
地
の
処
分
に

係
る
土
地
売
買
契
約

　

区
画
①
を
㈱
ア
ル
プ
ス

ツ
ー
ル（
１
万
８
０
１
９
・

１
３
㎡
、４
億
９
０
１
２
万

３
３
６
円
）
に
売
却
し
、
区

画
②
を
㈱
青
木
固
研
究
所
に

（
１
万
６
８
７
・
３
６
㎡
、

２
億
９
０
６
９
万
６
１
９
２

円
）で
売
却
す
る
。

契
約
の
承
認

◆
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
12
号
）は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
や
特
別
交
付
税
の

確
定
、
ま
た
町
民
税
の
最
終

見
込
み
等
に
よ
り
、１
億
４

６
７
１
万
４
千
円
を
増
額

し
、
総
額
が
81
億
２
２
９
万

８
千
円
と
な
っ
た
。

◆
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

は
、
保
険
給
付
費
等
の
減
額

に
伴
い
、５
０
８
１
万
円
を

減
額
し
、
総
額
が
14
億
２
０

６
２
万
４
千
円
と
な
っ
た
。

◆
３
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

は
、
流
域
下
水
道
事
業
費
等

の
減
額
に
伴
い
、３
０
０
万

円
を
減
額
し
、
総
額
が
８
億

３
９
７
７
万
４
千
円
と
な
っ

た
。

◆
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）は
、

保
険
給
付
費
等
の
減
額
に
伴

い
、４
１
８
４
万
５
千
円
を

減
額
し
、
総
額
が
13
億
９
５

６
４
万
８
千
円
と
な
っ
た
。

◆
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）は
、
保
険
料
の
確
定
に
よ

り
、４
８
３
万
９
千
円
を
減

額
し
、
総
額
が
２
億
３
１
５

０
万
７
千
円
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正

専
決
処
分
を
承
認

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

負
担
調
整
措
置
の
激
変
緩
和

の
観
点
か
ら
、
令
和
４
年
度

に
限
り
、
商
業
地
等
に
係
る

課
税
標
準
額
の
上
昇
幅
を
評

価
額
の
２
・
５
％
と
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療

給
付
費
分
で
あ
る
基
礎
課
税

額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
65

万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
限
度
額
を
20
万
円

に
引
き
上
げ
る
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正

　

損
害
賠
償
を
受
け
る
権
利

に
係
る
担
保
制
限
の
例
外
と

し
て
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

又
は
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
が
行
う
貸
付
の
み
担
保
提

供
を
可
能
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
例
外
規
定
を
削
除
す
る
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
非
常
勤
職
員
が

育
児
休
業
又
は
部
分
休
業
を

取
得
す
る
要
件
と
し
て
、「
１

年
以
上
の
在
職
期
間
」を
規

定
し
て
い
た
が
こ
れ
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
当
該
職
員

が
妊
娠
を
申
し
出
た
場
合
に

制
度
内
容
の
周
知
や
面
談
の

実
施
な
ど
、
育
児
休
業
を
取

得
し
や
す
く
す
る
た
め
の
環

境
整
備
等
に
つ
い
て
規
定
す

る
。

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
に
お
い
て
、
所
得
税
額
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

を
、
所
得
税
の
課
税
総
所
得

金
額
等
の
５
％
、
最
高
９
万

７
５
０
０
円
の
控
除
限
度
額

の
範
囲
内
で
、
個
人
住
民
税

額
か
ら
控
除
す
る
。ま
た
、上

場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に

係
る
課
税
方
式
に
つ
い
て
、

所
得
税
と
一
致
す
る
よ
う
規

定
の
整
備
を
行
う
。

◆
下
水
道
管
路
移
設
工
事
請

負
契
約

　

坂
城
イ
ン
タ
ー
先
線
工
事

に
伴
い
、
下
水
道
管
路
の
移

設
を
行
う
。

　

契
約
金
額
は
６
６
０
０
万

円
で
請
負
者
は
㈱
笠
井
建
設
。

南条産業団地
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中島 新一 議員を悼む
　去る５月21日、中島新一町議会議員が急逝されました。
　中島議員は、１期３年にわたり豊かな見識と経験により、
町発展のために尽力され、また、今後の活躍が期待されてい
ただけに突然の訃報に接し、残念でなりません。
　６月１日定例会に先立ち、議場において追悼式が行われま
した。

追 悼 の こ と ば追 悼 の こ と ば
　坂城町議会議員  中島新一君は去る５月21日、51歳の若さでご逝去されました。誠に痛惜の念に堪えま
せん。議員一同を代表して謹んで哀悼の言葉を述べさせていただきます。
　亡くなられた前日の５月20日には、臨時議会、全員協議会が開催されました。中島新一君はいつも通り、
元気な姿で議会に出席されていました。それがその翌日、思いもよらぬ突然の知らせに、ただただ驚き、俄か
には信じることができませんでした。
　中島議員の空席を目の当たりにしている今も、受け止め難い思いが拭えません。
　顧みるに、あなたは昭和45年12月４日、中之条に生を受け、平成２年３月に長野調理師専門学校を卒業し
調理師の道に進まれました。平成11年には、家業である「木の実」に就かれ、昨年秋に亡くなられたお母さま
とともに、持ち前の包容力と誠実な人柄で、多くの皆さんに愛される食事や場所を提供されてきました。
　また、坂城町商工会青年部長や千曲川坂城陣太鼓保存会などの活動を経て、平成31年、議会議員選挙にお
いて初当選の栄に輝かれ、以来３年余にわたり、卓越した見識と情熱を持ち、精力的に議員活動を行ってこ
られました。
　改めて、中島新一君が初めて一般質問されたときの議事録を読み返しますと、「町民のための豊かなまち
づくり、同世代の声も町政に届けながら、この町の産業のさらなる発展のため、そしてわかりやすい一般質
問を心がけ、日々精進し、議員活動に専念してまいります」と述べておられます。中島議員の一般質問の際に
は多くの仲間の皆さんが傍聴に来られていました。これも議員の人となりを示すものだと思います。
　在任中、総務産業常任委員会副委員長や坂城駅周辺活性化特別委員、広報発行対策特別委員、葛尾組合議
会議員などを務め、一般質問では、毎回、自身で調査した町内事業所などの景気動向を基に、国や県の施策を
踏まえた町民や事業所に対する町独自の支援策について質問するとともに、コロナ禍であっても、坂城町が
元気に活気づくように花火大会の開催を提案するなど、常に坂城町の発展を願って活動されていました。
　志半ばでの急逝は、ご家族、ご親戚、ご友人はもとより、坂城町議会にとっても、大きな損失ではあります
が、今はただ、今までのご功績、ご労苦に対し、心より御礼を申し上げます。
　親しいお仲間のおひとりがおっしゃっていました。「あいつらしい最期だった。休むことなく全力で駆け
抜けたんだ」と。
　いろいろな方々の万感の思いを込めて、合掌いたします。
　終わりに、中島新一君の生前のご意志を無にすることのないよう、議員一同、坂城町の発展に力の限り努
力をすることをお誓い申し上げ、追悼の言葉といたします。

　令和４年６月１日
坂城町議会議長　小宮山定彦
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第2回定例会坂城町内での消費喚起促進
今年は１人あたり3,000円分の「さかきのお店応援券」を全町民に配付
　第２回定例会は６月１日から６月15日までの会期で開かれ、一般質問には11名が登壇した。契約の締結、
一般会計補正予算などを審議し、すべて原案のとおり可決した。

　
人  

事

　

中
島
新
一
議
員
の
死
去
に
伴
い
、
新
た
に
、
葛
尾
組
合
議
会

議
員
及
び
特
別
委
員
会
委
員
を
選
任
し
た
。

　

・
葛
尾
組
合
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
川　

清
史

　

・
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会　
　
　
　

大
日
向
進
也

　

・
議
会
改
革
等
特
別
委
員
会　
　
　
　
　

山
城　

峻
一

　

・
坂
城
駅
周
辺
活
性
化
特
別
委
員
会　
　

栗
田　
　

隆

契
約
の
承
認

◆
坂
城
町
体
育
館
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
修
工
事
請
負

契
約

　

耐
震
診
断
判
定
書
に
基
づ

く
耐
震
補
強
及
び
機
能
改

善
・
省
エ
ネ
化
に
向
け
た
大

規
模
改
修
を
行
う
。
契
約
金

額
は
２
億
５
２
７
８
万
円
、

請
負
者
は
中
信
建
設
㈱
坂
城

営
業
所
。

◆
坂
城
町
温
泉
施
設
改
修
工

事
請
負
契
約

　

老
朽
化
し
て
い
る
機
械
設

備
の
更
新
と
施
設
内
の
損

耗
箇
所
の
修
繕
、
屋
外
展
望

デ
ッ
キ
の
新
設
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
増
築
等
を
行
う
。
契
約

金
額
は
１
億
８
０
４
０
万

円
、
請
負
者
は
高
木
・
笠
井

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
。

問　

神
楽
用
整
備
補
助
金
の

内
容
は

答　

一
般
社
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
を

活
用
し
て
行
う
も
の
で
、
上

令和４年度一般会計補正予算（第1号）（主なもの）
◆補正額　2億3,987万円
●コロナ禍における原油価格・物価高騰等に対する町民及び事業所への支援
◦さかきのお店応援券事業……………………………………………………4,991万円

町内飲食店や小売店等の利用促進と消費喚起を図るため、登録された店舗等で利用可
能な応援券3,000円分を全町民に配付する。

◦中小企業等事業継続支援金事業……………………………………………5,000万円
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、売上げが大きく減少した町内の中小企
業者を支援する。（売上げの減少が30%以上50%未満の事業者に対して20万円（上限
額）、売上げの減少が50%以上の事業所に対して40万円（上限額））

◦低所得者の子育て世帯生活支援特別給付金事業……………………………750万円
◦スタンプラリー消費回復応援事業……………………………………………450万円
◦商工会が実施する「坂城丼丼」事業に対する補助金………………………250万円

●その他
◦介護保険地域密着型サービス等整備助成事業補助金……………………4,115万円

令和5年4月の開所に向けて、上平地籍で施設整備が計画されている「認知症高齢者グ
ループホーム」の建設費用を支援する。

◦新型コロナ予防接種（4回目）事業に係る経費……………………………2,368万円
◦苅屋原地区落石対策工事に要する増額費用………………………………1,904万円
◦神楽用備品整備補助金…………………………………………………………240万円

五
明
の
神
楽
保
存
会
や
長
持

会
で
長
年
使
用
さ
れ
老
朽
化

し
て
い
る
獅
子
頭
の
修
繕
や

法
被
な
ど
の
購
入
に
対
し
て

補
助
す
る
。

問　

苅
屋
原
地
区
落
石
対
策

工
事
の
内
容
は

答　

し
な
の
鉄
道
か
ら
落

石
対
策
の
協
議
が
あ
っ
た
苅

屋
原
地
区
の「
せ
り
だ
し
た

岩が
ん
か
い塊
」に
対
し
て
、
当
初
、
線

路
沿
い
に
擁
壁
を
設
置
す
る

「
待
ち
受
け
対
策
」を
計
画
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
詳
細
調
査
に
よ

り
、
周
辺
に
も
落
石
の
恐
れ

が
あ
る
岩
塊
の
点
在
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、直
接
、岩
塊

に
対
し
て
対
策
を
行
う「
発

生
源
対
策
」
へ
と
計
画
を
変

更
す
る
。

　

工
事
内
容
と
し
て
は
、

せ
り
だ
し
た
岩
塊
を
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
に
よ
り
抑
え
込

む「
ロ
ー
プ
掛
工
」、
周
辺
に

あ
る
岩
塊
が
落
石
し
た
際
に

飛
び
跳
ね
を
防
止
す
る「
覆

式
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
工
」、
そ
の

他
、
仮
設
道
路
や
樹
木
の
伐

採
等
の
対
策
工
事
を
計
画
し

て
お
り
、
当
初
で
見
込
ん
だ

予
算
の
不
足
額
を
、今
回
、補

正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

　

工
期
は
、８
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
８
か
月
間
を
予

定
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
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第１回臨時会（５月）並びに
第２回定例会（６月）の審議結果

 2  賛否が分かれた議案……なし

 3  全会一致で否決された議案……なし

議 会 日 誌
（主なもの）

４ 
月

４日　町道Ａ09号線開通式
5・11・15日　議会報編集委員会
15日　南条産業団地造成事業及び
 　　  町道Ａ09号線道路改良事業竣工式
20日　議会全員協議会
 　　  議会改革等特別委員会
21日　長野広域連合議会運営委員会
25日　長野広域連合議会臨時会
26日　町例月現金出納検査

５ 

月

10日　上田地域広域連合議会代表者会
11日　議会運営委員会
12日　総務産業常任委員会閉会中の調査
17日　（公財）さかきテクノセンター理事会
18日　社会文教常任委員会閉会中の調査
20日　議会運営委員会
 　　  議会臨時会
 　　  議会全員協議会
23日　坂城町土地開発公社理事会
24日　上田地域広域連合議会臨時会
25日　町例月現金出納検査
 　　  議会運営委員会
30日　全国議長会議長・副議長研修会

６ 

月

1〜15日　6月議会定例会
1・20・24・30日　議会報編集委員会
5日　ちくま環境エネルギーセンター・
　　  千曲市余熱利用施設竣工式
15日　議会運営委員会
16日　議会改革等特別委員会先進地視察
27日　町例月現金出納検査

【第１回臨時会（5月）】
（１）専決処分
　①職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　②税条例等の一部改正
　③国民健康保険税条例の一部改正
　④消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　⑤令和３年度補正予算
　　・一般会計（第12号）
　　・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　　・下水道事業特別会計補正予算（第5号）
　　・介護保険特別会計補正予算（第3号）
　　・後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

（２）契約
　①南条産業団地の取得に係る土地売買契約の締結
　②南条産業団地の処分に係る土地売買契約の締結
  　 （2件）
　③令和４年度坂城インター先線関連下水道管路移設

工事請負契約の締結

【第２回定例会（6月）】
（１）契約
　①令和４年度坂城町体育館耐震補強及び大規模改修

工事請負契約の締結
　②令和４年度坂城町温泉施設改修工事請負契約の締結

（２）令和４年度補正予算
　①一般会計（第１号）

 1  全会一致で可決された議案

バラと自在山

議会だより　さかき　No.166 議会だより　さかき　No.1665



山城　峻一……議員

質問項 目ここが聞きたい!
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

今年度の取り組みは

中央要望を引き続き実施

バ
イ
パ
ス

問　

昨
年
度
の
町
と
し
て
の

取
り
組
み
は
。

町
長
　
１
月
に
は
国
土
交
通

省
と
県
選
出
の
国
会
議
員
に

対
し
要
望
活
動
を
計
画
し
た

が
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り

要
望
先
に
郵
送
で
要
望
書
を

提
出
し
た
。
一
方
、
新
国
道
上

田
・
篠
ノ
井
間
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
で
は
関
係
市
と
と

も
に
７
月
に
国
土
交
通
省
長

野
国
道
事
務
所
、県
建
設
部
に

対
し
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

問　

工
事
及
び
用
地
買
収
の

状
況
は
。

建
設
課
長　

昨
年
度
は
網
掛

地
区
の
工
事
用
道
路
の
整

備
、水
路
付
替
え
、道
路
本
体

の
盛
土
工
事
が
行
わ
れ
、
小

網
地
区
で
は
道
路
建
設
予
定

地
の
支
障
木
の
伐
採
・
伐
根
・

整
地
工
事
や
木
柵
の
設
置
工

事
が
進
め
ら
れ
た
。
上
五
明

地
区
は
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
、

住
宅
の
補
償
等
が
行
わ
れ
た
。

　

現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況

は
29
％
、
用
地
買
収
の
進
捗

率
は
82
％
で
あ
る
。

問　

今
年
度
の
整
備
計
画
と

取
り
組
み
は
。

町
長　

町
区
間
の
事
業
費
は

約
８
億
円
が
配
分
さ
れ
、
工

事
区
間
内
の
調
査
設
計
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
、
用
地
買
収

及
び
改
良
工
事
を
実
施
予
定
。

建
設
課
長
　
予
算
確
保
に
向

け
事
業
の
進
捗
を
図
る
べ
く

国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
へ

の
中
央
要
望
を
今
後
も
引
き

続
き
実
施
し
、１
日
も
早
い

供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
促

進
に
努
め
た
い
。18 号バイパス工事（上五明）

山 城　 峻 一 議員 6ページ

① 国道18号バイパス建設に
　  ついて

大 森　 茂 彦 議員 7ページ

① どの子も健やかに育つために
② 誰もが安心して暮らせる町に
③ 町の産業振興は

西 沢　 悦 子 議員 7ページ

① 人口問題について
② 水道事業の広域化について

栗 田 　 隆 議員 8ページ

① 農業振興について
② 教育について

滝 沢　 幸 映 議員 8ページ

① 町の情報発信について
② 健康長寿社会に向けて

吉川　まゆみ 議員 9ページ

① 健康寿命の延伸について
② 物価高騰から町民生活を
　  守るために　

祢 津　 明 子 議員 9ページ

① 住民の生活を守るために
② 少子化の現状と今後について
③ 学校のコロナ対策について

玉 川　 清 史 議員 10ページ

① 安心安全な町づくりを
② 行き届いた教育のために
③ 高齢者が住みやすい町に　

大日向　進也 議員 10ページ

① コロナワクチン接種と
　  感染状況について
② 学校における端末機器を
　  用いた学習について

塩 野 入　 猛 議員 11ページ

① 農業振興について
② 廃棄物処理について

中 嶋 　 登 議員 11ページ

① 地球温暖化について
② 旧久保家住宅について
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西沢　悦子……議員

大森　茂彦……議員

町
長　

広
域
化
研
究
会
で

は
、
最
適
な
事
業
運
営
の
視

点
か
ら「
事
業
統
合
」「
経
営

の
一
体
化
」「
用
水
供
給
事

業
の
新
設
」「
個
別
経
営
に

よ
る
施
設
の
共
同
化
」を
抽

出
し
、さ
ら
に
、送
水
幹
線
の

二
重
化
、
災
害
時
に
供
給
で

き
る
連
絡
管
の
新
設
な
ど
当

町
の
懸
案
事
項
も
含
め
検
討

の
結
果
、
水
道
料
金
の
抑
制

効
果
と
し
て
、
50
年
間
で
６

６
９
億
円
の
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
た
。

問　
水
源
を
持
ち
事
業
を
運

営
し
て
い
る
他
の
３
市
と
は

広
域
化
に
つ
い
て
の
受
け
止

め
方
が
違
う
。
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
公
表
と
こ
の

事
業
に
つ
い
て
住
民
合
意
を

得
る
た
め
に
は
。

建
設
課
長　

現
在
の
状
況
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

に
つ
い
て
、
行
政
協
力
員
会

で
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、県
企
業
局
、３
市
と

も
連
携
す
る
中
で
住
民
説
明

の
方
法
を
検
討
す
る
。

今年度が期限の県地域福祉支援計画

50年後も

問　
昨
年
５
月
に
厚
生
労
働

省
よ
り
、
水
道
施
設
最
適
配

置
計
画
の
検
討
結
果
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
水
道

事
業
広
域
化
の
議
論
が
急
激

に
進
ん
だ
。

　

町
が
関
係
す
る「
上
田
長

野
地
域
水
道
事
業
広
域
化
研

究
会
」で
は
、
協
議
の
結
果
、

事
業
統
合
が
最
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
、
50
年
後
を

想
定
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
予
定
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果

は
。

問　

社
会
福
祉
法
で
は「
地

域
福
祉
計
画
」を
策
定
す
る
こ

と
が
努
力
義
務
に
な
っ
た
。だ

が
、町
に
は
策
定
の
気
配
が
全

く
な
い
。高
齢
者
福
祉
や
障
害

福
祉
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援

な
ど
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
る
が
、安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
縦
割
り
で
は

な
く
、
行
政
、
福
祉
関
係
者
や

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
包
括
的
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
。努
力
義
務
と

い
え
ど
も
、策
定
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
県
の
地
域
福
祉
支

援
計
画
と
の
整
合
性
は
。

福
祉
健
康
課
長　
施
策
の
実

施
は
計
画
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、必
要
に
応
じ
横
断
的
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
。県
の
地
域

支
援
計
画
の
目
標
は
、４
年
度

で
77
市
町
村
で
あ
る
が
、策
定

済
は
40
市
町
村
で
あ
る
。町
の

今
の
取
組
は
県
の
計
画
と
整

合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。 

問　
地
域
福
祉
計
画
は
上
位

法
と
し
て
の
位
置
づ
け
だ
。趣

旨
は
住
民
全
体
が
地
域
福
祉

に
参
加
し
支
え
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
の
か
。

福
祉
健
康
課
長　
各
計
画
は

住
民
代
表
や
専
門
家
の
意
見

を
聞
い
て
策
定
し
て
い
る
。

問　
計
画
策
定
過
程
は
そ
う

だ
が
、大
事
な
こ
と
は
住
民
が

福
祉
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
だ
。町
長
の
見
解
は
。

福
祉
健
康
課
長　
県
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

財政シミュレーションは

669億円の効果

水
道
広
域
化

地域福祉

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
を

各
計
画
は
横
断
的
に
実
施
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栗田　隆……議員

滝沢　幸映……議員

問  

町
か
ら
の
情
報
発
信
で

は
、
防
災
行
政
無
線
・
広
報

さ
か
き
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

す
ぐ
メ
ー
ル
は
、
日
々
の
生

活
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
と
、
町
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
開
設
の
目
的
は
。ま
た
、広

報
さ
か
き
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

活
用
し
た
動
画
配
信
の
考
え

は
。

町
長　

当
町
で
は「
つ
な
が

る
あ
ん
し
ん
坂
城
町
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
導
入
し

た
同
報
系
防
災
行
政
無
線
が

整
備
後
５
年
を
迎
え
、
平
時

の
定
時
放
送
に
加
え
て
す
ぐ

メ
ー
ル
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
防

災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
同
時
配
信

に
よ
り
多
層
的
な
情
報
発

信
を
行
い
、
特
に
災
害
時
に

お
い
て
最
大
の
効
果
を
発
揮

す
る
。
広
報
さ
か
き
で
は
、

発
行
す
る
月
ご
と
に
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
、
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
ご
み
の
出
し

方
か
ら
町
の
各
種
計
画
ま
で

膨
大
な
情
報
を
掲
載
し
、
随

時
の
更
新
が
可
能
と
い
う
即

時
性
を
活
か
し
て
い
る
。

企
画
政
策
課
長　

町
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
ば
ら
祭

り
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、昨
年
バ
ラ
公
園
の
動
画
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

掲
載
し
た
事
が
開
設
の
き
っ

か
け
で
あ
る
。

　

広
報
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活

用
は
、情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

形
態
と
し
て
動
画
が
最
適
で

あ
り
、
有
効
な
場
合
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
す
る
。

QRコードで動画配信を

状況に応じて対応

広
報
さ
か
き

問　
食
料
自
給
率
の
問
題
は

国
の
存
亡
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
。
主
要
穀
物（
米
、
小

麦
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

は
と
く
に
重
要
で
、Ｇ
７（
先

進
７
か
国
）の
中
で
こ
の
自

給
率
が
１
０
０
％
を
切
っ
て

い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
と
日
本

だ
け
で
あ
る
。し
か
し
、イ
ギ

リ
ス
が
94
％
で
あ
る
の
に
対

し
て
日
本
は
28
％
と
危
機
的

状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
町
の
見
解
は
。

商
工
農
林
課
長
　
政
府
は

「
農
業
基
本
計
画
」に
お
い
て

令
和
12
年
度
ま
で
に
食
料
全

般
の
自
給
率
を
45
％
ま
で
高

め
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

町
に
お
い
て
も
農
畜
産
振
興

を
通
じ
て
向
上
に
努
め
て
い

く
。

問  

小
麦
な
ど
の
穀
物
へ
の

需
要
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
二
毛
作
な
ど
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

商
工
農
林
課
長
　
国
は
麦
・

大
豆
・
そ
ば
等
へ
の
交
付

金
、
農
業
経
営
の
た
め
の
交

付
金
な
ど
を
用
意
し
て
い
る

が
、
町
で
も
単
独
で
転
作
助

成
金
に
よ
る
支
援
を
し
て
い

る
。

問  

「
産
直
店
あ
い
さ
い
」は

農
業
振
興
の
観
点
か
ら
町
の

重
要
拠
点
と
考
え
る
が
、
拡

充
を
含
め
た
町
の
支
援
態
勢

は
。

商
工
農
林
課
長
　
生
産
者
の

生
産
意
欲
の
向
上
と
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
す
る
と

と
も
に
、
地
域
農
産
物
の
情

報
発
信
を
す
る
た
め
の
農
業

に
お
け
る
拠
点
施
設
の
一
つ

と
し
て
、
更
な
る
発
展
・
強

化
を
目
指
し
て
い
く
。

農業振興
自
給
率
低
下
は
危
機
的
だ
が

生
産
振
興
で
向
上
に
努
め
る

麦と米

町公式YouTube チャンネル
新たに配信された「信州さかき春夏秋冬」
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祢津　明子……議員

吉川　まゆみ……議員

問  

過
去
５
年
間
の
出
生
数

の
推
移
は
。

町
長　
平
成
29
年
74
人
、30
年

82
人
、
令
和
元
年
66
人
、２
年

66
人
、３
年
70
人
で
あ
り
、
総

じ
て
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問　

少
子
化
に
よ
る
影
響

は
。

町
長　

高
齢
化
の
進
展
と
と

も
に
、
少
子
化
に
よ
る
人
口

減
少
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、

社
会
経
済
活
動
の
停
滞
が
懸

念
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
方
に
お
け
る
財
政
も
縮
小

し
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

問　
出
生
数
の
減
少
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　

当
町
ば
か
り
で
は

な
く
、
全
国
的
な
課
題
で
あ

る
。そ
の
中
で
、町
独
自
の
各

種
施
策
を
講
じ
、「
坂
城
町

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ

き
、
少
子
化
対
策
や
移
住
定

住
促
進
施
策
に
よ
り
、
町
の

人
口
減
少
に
一
定
の
歯
止
め

を
か
け
た
い
。

問　

少
子
化
が
進
む
中
、
各

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

は
維
持
で
き
る
の
か
。

町
長　

少
人
数
学
級
な
ら
で

は
の
利
点
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
有
事
の
際
の
避
難
場

所
や
社
会
体
育
に
利
用
で
き

る
地
域
の
拠
点
と
い
っ
た
位

置
づ
け
も
含
め
、
現
在
の
体

制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

生活保護受給者も受診を

受診に向けて検討する

健
康
診
査

問　
特
定
健
診
・
一
般
健
診

の
対
象
者
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

町
が

実
施
し
て
い
る
健
康
診
査
の

な
か
で
、
特
定
健
診
の
対
象

者
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
で
あ
る
。ま
た
、一
般
健

診
は
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
と

75
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
あ

る
。

問　
生
活
保
護
受
給
者
の
方

か
ら
、
特
定
健
診
が
受
け
ら

れ
な
い
と
聞
い
た
が
、
こ
の

方
々
の
健
康
管
理
と
健
診
受

診
へ
の
町
の
考
え
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

今
後

受
診
に
向
け
て
近
隣
の
市
町

村
の
状
況
等
も
踏
ま
え
て
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問　

特
定
健
診
に
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
実

施
す
る
集
団
健
診
と
千
曲
医

師
会
管
内
の
医
療
機
関
で
受

診
で
き
る
個
別
健
診
が
あ

る
。し
か
し
、一
般
健
診
に
つ

い
て
は
、
現
在
集
団
健
診
の

み
で
あ
る
。そ
こ
で
、な
か
に

は
大
勢
の
中
が
苦
手
で
受
診

を
控
え
て
し
ま
う
方
も
い
る

と
考
え
る
が
、
個
別
健
診
も

実
施
で
き
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

受
診

さ
れ
る
方
の
利
便
性
も
考
慮

す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
個
別
健
診
に
つ

い
て
は
、
同
じ
医
師
会
の
管

内
で
あ
る
千
曲
市
の
状
況
を

踏
ま
え
る
中
で
協
議
し
、
検

討
す
る
。

少子化

出
生
数
減
へ
の
対
策
は

各
種
施
策
を
実
施

広報さかき 4月号で健診のお知らせ
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大日向　進也……議員

玉川　清史……議員

問　
今
年
度
小
中
学
校
の
31

人
以
上
の
学
級
数
と
そ
の
人

数
は
。ま
た
、教
員
負
担
を
軽

減
し
、
行
き
届
い
た
教
育
実

現
の
た
め
に
、
町
独
自
で
30

人
以
下
学
級
を
実
施
す
る
考

え
は
。

教
育
長　

小
学
校
に
１
ク
ラ

ス
、
中
学
校
に
３
ク
ラ
ス
あ

り
、
31
人
と
32
人
が
各
２
ク

ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
教
員

の
追
加
配
置
は
、
県
の「
信

州
少
人
数
教
育
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
ク
ラ
ス
の
平
均
児

童
数
が
35
人
超
の
学
年
は
増

30人以下実施の考えは

国、県に削減を要請する

少
人
数
学
級

問　
小
中
学
校
に
お
け
る
端

末
の
活
用
状
況
は
。

教
育
文
化
課
長　

小
学
校
低

学
年
で
は
、
ま
ず
端
末
に
慣

れ
る
こ
と
を
優
先
し
、
個
人

専
用
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力

し
画
面
を
起
動
さ
せ
る
こ
と

か
ら
始
め
、
タ
ッ
チ
ペ
ン
を

使
用
し
手
書
き
入
力
や
タ
イ

ピ
ン
グ
の
練
習
を
行
っ
て
い

る
。

　

高
学
年
に
な
る
と
タ
イ
ピ

ン
グ
速
度
も
上
が
り
、
様
々

な
ア
プ
リ
も
扱
え
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
端
末
を
通

し
て
自
分
の
意
見
や
感
想
の

入
力
を
行
い
、
発
言
の
場
を

増
や
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
普
段
の
授
業
で

は
発
言
で
き
な
か
っ
た
児
童

の
考
え
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
意
見
を
共
有
す
る

４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
聞

き
合
っ
た
り
、
互
い
に
教
え

合
い
学
び
合
え
る
協
働
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
協

働
学
習
の
学
び
合
い
を
小
学

校
に
先
駆
け
て
取
り
入
れ
、

生
徒
会
活
動
、
放
課
後
学
習

な
ど
で
活
用
を
行
っ
て
い

る
。　
　

　

通
常
の
対
面
授
業
と
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、
端
末
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
る
。

問　
長
期
休
暇
時
の
課
題
や

宿
題
等
で
の
学
習
ツ
ー
ル
と

し
て
、
端
末
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
か
。

教
育
文
化
課
長　

自
由
研
究

や
日
記
等
を
含
め
端
末
活
用

が
ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
検

討
し
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

取
り
入
れ
て
い
く
。

タブレット
教
育
現
場
に
お
け
る
活
用
は

対
面
授
業
と
組
み
合
わ
せ
で

近くで気軽に（御所沢）

加
ク
ラ
ス
数
に
応
じ
て
、
30

人
超
の
場
合
は
ク
ラ
ス
数
に

応
じ
て
、
ま
た
習
熟
度
に
差

が
出
や
す
い
教
科
で
の
30
人

以
下
学
習
の
た
め
に
も
配
置

を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
町
独

自
で
も
児
童
生
徒
支
援
員
を

各
小
学
校
に
配
置
し
、
国
基

準
で
は
専
科
教
員
が
配
置
さ

れ
な
い
２
つ
の
小
学
校
に
も

専
科
教
員
を
配
置
し
、
児
童

生
徒
へ
の
き
め
細
か
い
対
応

と
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
る
。

　

町
独
自
で
の
定
数
削
減
で

は
な
く
、
更
埴
教
育
関
係
七

団
体
と
と
も
に
、
国
や
県
に

要
望
し
て
い
く
。

空
き
家
利
用
で
居
場
所
作
り

問　
地
域
支
援
サ
ポ
ー
ト
活

動
の
会
場
は
、
主
に
公
民
館

等
だ
が
、
も
っ
と
近
い
所
に

居
場
所
が
必
要
だ
。
空
き
家

等
を
町
が
地
域
に
提
供
で
き

な
い
か
。

福
祉
健
康
課
長　

空
き
家
の

提
供
は
難
し
い
が
、
空
き
家

を
居
場
所
と
し
た
活
動
に
対

す
る
備
品
や
講
師
派
遣
な
ど

の
支
援
は
で
き
る
。
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塩野入　猛……議員

設置補助金の増額を

増額を含め検討する

太
陽
光
発
電

問　
町
で
は
住
宅
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
上
限

７
万
５
千
円
の
補
助
金
が
出

る
。
中
部
電
力
で
10
年
前
は

電
気
の
買
取
り
42
円
／

kWh
で

あ
っ
た
が
、
今
で
は
買
取
り

値
段
が
下
が
っ
て
し
ま
い
、

17
円
／

kWh
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
市
町
村
で
も
上
田
市

７
万
８
千
円
、
青
木
村
10
万

円
、長
和
町
15
万
円
、小
川
村

20
万
円
、
飯
綱
町
25
万
円
の

補
助
金
が
出
て
い
る
。
坂
城

町
も
倍
の
15
万
円
に
す
べ
き

だ
。

企
画
政
策
課
長　

太
陽
光
発

電
設
備
補
助
金
の
増
額
を
含

め
、
最
も
効
果
的
な
方
策
を

研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

旧
久
保
家
住
宅
に
つ
い
て

問　

令
和
３
年
２
月
に
久

保
家
よ
り
御
寄
附
い
た
だ

い
た
。
江
戸
時
代
火
災
に
遭

い
、
松
代
の
真
田
の
殿
様
よ

り「
松
代
藩
の
御
山
の
木
を

好
き
な
だ
け
切
っ
て
家
を
建

て
ろ
」と
云
わ
れ
た
話
も
伝

わ
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
建

物
で
あ
り
、
県
宝
に
申
請
す

べ
き
で
あ
る
。

町
長　

町
文
化
財
保
護
審
議

会
も「
貴
重
な
文
化
財
建
造

物
で
あ
り
保
存
活
用
が
望
ま

し
い
」と
言
っ
て
い
る
。び
ん

ぐ
し
の
里
公
園
な
ど
周
辺
施

設
を
含
め
た
一
体
的
な
利
活

用
を
、
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　

県
宝
へ
の
文
化
財
指
定
に

つ
い
て
は
、
県
等
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

廃棄物
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
は

循
環
型
社
会
の
推
進
に
寄
与

問　
葛
尾
組
合
焼
却
施
設
は

42
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

が
、
解
体
時
期
と
費
用
は
。

　

ま
た
、
後
利
用
に
坂
城
・

千
曲
の
２
市
町
で
建
設
の
新

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
構
想

が
あ
る
が
状
況
を
問
う
。

　

本
稼
働
が
始
ま
っ
た「
ち

く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
」の
運
営
状
況
と
期
待

す
る
こ
と
は
。

町
長　

解
体
時
期
は
令
和
６

年
度
、
費
用
は
概
ね
10
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
長
野
広
域
連
合
計
画
に

位
置
づ
け
、７
～
８
年
度
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」は
、公
設
民

営
の
事
業
手
法
で
運
営
・
維

持
管
理
を
行
う
特
別
目
的
会

社「
ち
く
ま
環
境
サ
ー
ビ
ス

㈱
」に
よ
り
、
24
時
間
、
20
年

間
の
焼
却
・
運
営
業
務
を
行

う
。

　

循
環
型
社
会
の
推
進
に
寄

与
す
る
施
設
と
し
て
の
役
割

を
期
待
す
る
。

農
業
振
興

問　

町
の「
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と「
農
業
再
生
協
議

会
」は
、い
ず
れ
も
町
の
農
業

行
政
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

り
一
本
化
の
考
え
は
。

　

ま
た
、食
の
安
全
、有
機
農

法
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

一
本
化

は
、
他
市
町
村
の
状
況
を
確

認
し
て
検
討
し
た
い
。
有
機

農
法
は
簡
単
で
は
な
い
の

で
、
今
後
の
技
術
発
展
と
普

及
に
期
待
す
る
。

本稼働した「ちくま環境エネルギーセンター」

旧久保家住宅

中嶋　登……議員
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５
月
12
日（
木
）、
総
務
産

業
常
任
委
員
会
は
、
青
木
村

の「
五
島
慶
太
未
来
創
造
館
」

と「
道
の
駅
あ
お
き
」を
視
察

し
た
。

　

五
島
慶
太
は
、明
治
15
年
、

青
木
村
で
生
ま
れ
、
20
歳
ま

で
過
ご
し
、
そ
の
後
東
急
グ

ル
ー
プ
を
築
い
た
実
業
家
で

あ
る
と
と
も
に
、
教
育
者
と

し
て
次
世
代
の
育
成
に
も
力

を
注
い
だ
人
で
も
あ
っ
た
。

　
「
五
島
慶
太
未
来
創
造
館
」

は
、
彼
の
軌
跡
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
小
さ
な
村
か
ら

実
業
界
に
大
き
く
羽
ば
た
い

た
先
人
の
想
い
を
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
る
人
々
に

繋
げ
て
い
く
た
め
の
施
設
で

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

５
月
18
日（
水
）に
、
長
野
広

域
連
合
が
新
た
に
建
設
を
し

た
千
曲
市
屋
代
に
あ
る「
ち

く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
」と
当
町
に
あ
る「
葛
尾

組
合
ご
み
処
理
施
設
」の
視

察
を
行
っ
た
。

　

ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
当
町
と
千
曲

市
、
長
野
市
の
南
部（
篠
ノ

井
・
松
代
）の
可
燃
ご
み
の

処
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
施
設
で
の
一
日
の
焼
却

処
理
能
力
は
、
約
１
０
０
ｔ

と
な
り
、
現
在
日
量
で
約
80

ｔ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
焼
却
が

行
わ
れ
て
い
る
。
当
町
か
ら

は
一
日
の
収
集
で
約
20
ｔ
の

あ
り
、
五
島
慶
太
の
功
績
や

建
学
精
神
な
ど
が
詳
細
に
理

解
で
き
る
展
示
や
館
長
か
ら

の
説
明
に
、
大
変
感
銘
を
覚

え
た
。

　
「
道
の
駅
あ
お
き
」は
、
村

の
農
業
・
観
光
の
振
興
、
移

住
・
交
流
の
促
進
、
情
報
発

信
の
基
地
と
し
て
中
心
的
な

施
設
で
あ
る
。
農
産
物
直
売

所
で
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
を
中
心
に
、
タ
チ

ア
カ
ネ
蕎
麦
や
地
元
で
採
れ

た
松
茸
を
特
産
品
と
し
て
販

売
し
て
お
り
、隣
接
し
て「
食

堂
こ
ま
ゆ
み
」や「
ふ
る
さ
と

公
園
あ
お
き
」「
多
目
的
体

験
学
習
館
」な
ど
が
整
備
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
エ
リ
ア
に
な
っ
て

い
る
。

　

施
設
で
は
、
年
間
を
通
し

て
、
青
木
村
と
㈱
道
の
駅
あ

お
き
が
協
働
し
、
総
力
を
あ

げ
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
私
た
ち
も

着
眼
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
朝
倉　

国
勝
）

搬
入
が
あ
る
。

　

最
大
で
７
０
０
ｔ
保
管
可

能
な
ピ
ッ
ト
が
あ
り
、
万
が

一
の
災
害
発
生
時
に
出
る
ご

み
に
も
対
応
が
可
能
。

　

ま
た
、
施
設
敷
地
内
に
は

焼
却
に
よ
り
発
生
す
る
熱
を

利
用
し
た
千
曲
市
余
熱
利
用

施
設「
リ
・
ス
パ  

シ
ン
コ
ー

ス
ポ
ー
ツ
」が
併
設
さ
れ
、入

浴
施
設
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
住
民
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

次
に
昨
年
10
月
、
長
き
に

わ
た
る
稼
働
を
終
え
た
葛
尾

組
合
ご
み
処
理
施
設
を
視
察

し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
一
番

に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
施
設
の

後
利
用
で
あ
る
。
組
合
職
員

か
ら
は
現
在
千
曲
市
に
あ
る

「
不
燃
ご
み
処
理
施
設
」を
移

設
す
る
予
定
と
説
明
が
あ
っ

た
。
本
年
度
よ
り
地
元
に
説

明
・
取
り
壊
し
・
建
設
を
行

い
、
令
和
９
年
度
稼
働
予
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

循
環
型
社
会
に
向
け
て
環

境
に
配
慮
し
た
施
設
建
設
を

期
待
す
る
。（

大
日
向　

進
也
）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）

「道の駅あおき」にて

1回に 1t のごみを投入

「道の駅あおき」と「五島慶太未来創造館」

� 総務産業常任委員会

ごみ焼却処理施設

� 社会文教常任委員会
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仕掛けづくり

ウグイを串刺し

みんなで朝ごはん

政務活動費収支報告
　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資するために必要な経費の一部として、地方自治法の規
定に基づき条例の定めるところにより交付されるものです。（月額５千円、年額６万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は収支報告書を作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提
出しなければなりません。年間の交付額を上回った分は、議員の個人負担となり、残金が生じた場合は
町に返還します。
　令和３年度の政務活動費の収支報告は、以下のとおりです。

　１ 交付額　　840,000 円（60,000 円× 14 名）

　２ 支　出

　　　　　　　 

　３ 残　余（返還額）　　40,476円

項　目 支 出 額 （円） 備　考
調 査 研 究 費 15,920 調査研究・視察
研 修 費 264,980 研修会参加等
広 報・ 広 聴 費 297,870 議員活動の広報
会 議 費 3,300 会場使用料等
資 料 購 入 費 622,120 参考図書等
合 計 1,204,190

支出額合計は議員から報告のあった支出総額です。
そのうち、政務活動費交付対象額は799,524円です。

〜 川 〜 川 の の 学 校 〜学 校 〜
　表紙とこのページの写真は、6月25日㈯から26日㈰の２日間にわたり行われた、さかきふれあい大学「川の学
校」の様子です。つけば小屋「魚とし」の後藤敏一さん、後藤正一さんを講師に、千曲川に生息している魚を間近で
見て学ぶ講座で、今回は小学生や保護者など25名が参加しました。
　まず1日目は、手作りの仕掛けを川に仕掛け、2日目は、朝5時に集合し、川へ沈めた仕掛けを船に乗り確認しま
した。表紙の写真は魚がかかっているか確認している様子です。仕掛けを引き上げるとナマズやウナギなどが捕
れ、子どもたちは大喜び。みんなで串刺しにしたウグイの塩焼きを食べました。
　千曲川の自然に囲まれる中、子どもたちの笑顔あふれる2日間でした。

（文：祢津　明子）
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マ
ト
１
個
分
）の
ご
み
を
減
ら
せ

ば
、
坂
城
町
全
体
で
年
間
約
50
ト

ン
の
ご
み
の
減
量
と
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
に
繋
が
る
こ
と

は
な
い
か
、
今
一
度
考
え
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
会
長　

大
池　

令
子
）

まちを支える
〜ごみの減量化・資源化を目指して〜

つ
れ
づ
れ
に

◎
発

行
/長

野
県

埴
科

郡
坂

城
町

議
会

　
責

任
者

/小
宮

山
定

彦
　

編
集

/議
会

報
編

集
委

員
会

◎
印

刷
/滝

沢
印

刷
合

同
会

社
TEL（

代
表

）（
0268）82-3111（

直
通

）（
0268）75-6213   FAX（

0268）82-8307
E-m

ail/gikai@
tow

n.sakaki.nagano.jp

坂
城
町
ご
み
減
量
化
推
進
員
会

　

坂
城
町
ご
み
減
量
化
推
進
員
会

は
、平
成
22
年
度
に
発
足
し
、廃
棄

物
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
る

た
め
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お

り
、
現
在
13
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
生

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め

る
た
め
、
各
地
区
に
出
向
い
て
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

を
使
っ
た
生
ご
み
の
堆

肥
化
の
実
演
、
小
学
生
の

社
会
科
見
学
で
の
環
境

学
習
、
町
文
化
祭
で
の
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
の

啓
発
活
動
、
視
察
研
修
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

の
店
頭
で
の
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参
率
調
査
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
認

め
ら
れ
、
昨
年
９
月
、
長

野
県
知
事
表
彰
の「
令
和

３
年
度
循
環
型
社
会
形

成
推
進
功
労
者
表
彰
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
会
の
認
知

度
は
低
く
、
依
然
と
し
て
坂
城
町

の
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出

量
が
多
い
状
況
で
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
た
め
、
引
き
続
き

活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
一
日
、10
グ
ラ
ム（
プ
チ
ト

ダンボールコンポスト
の作り方・使い方

小学生の環境学習

発
行
責
任
者　

議　
　

長�

小
宮
山
定
彦

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長�

大
森　

茂
彦

　
　
　
　
　

副
委
員
長�

山
城　

峻
一

　
　
　
　
　

委　
　

員�

吉
川
ま
ゆ
み

�

祢
津　

明
子

大
日
向
進
也

▼「
突
然
」と
は
、約
束
も
計
画
も
無
視
す
る
。人

は
明
日
も
来
年
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
前
提
に

社
会
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

　

編
集
委
員
で
あ
っ
た
中
島
新
一
議
員
が
、突
然

亡
く
な
ら
れ
た
。彼
に
も
約
束
や
計
画
が
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。日
々
一
日
一
日
が
大
切
な「
時
」

と
、私
に
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
。

▼
今
年
の
夏
は
思
い
や
ら
れ
る
。日
本
の
各
都
市

で
６
月
と
し
て
は
過
去
最
高
気
温
を
記
録
。群
馬

県
伊
勢
崎
市
で
は
40
・
２
℃
。

▼
梅
雨
の
な
い
北
海
道
で
も
近
い
将
来
、梅
雨
が

は
じ
ま
る
と
い
う
。イ
タ
リ
ア
の
山
で
は
氷
河
が

崩
落
。ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
数
多
く
の
人
の

命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、地
球
環
境
を
も
悪
化
さ

せ
て
い
る
。

▼
地
球
温
暖
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。世

界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
と
比
較
し

て
、２
℃
よ
り
低
く
抑
え
、２
０
５
０
年
ま
で
に

１
・
５
℃
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。日
本
政
府

の
対
策
は
何
と
悠
長
な
こ
と
か
。（
大
森　

茂
彦
）
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